
２月号

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■住民基本台帳カード（住基カード）をご

存知ですか（Ｐ２）

■児童クラブ入会者を募集します（Ｐ３）

■町長室の窓（Ｐ５）

■まちの話題（Ｐ７～９）

■情報伝言板（Ｐ14～15）

主な内容

◇ホームページ：http://www.hirao.townnet.pref.yamaguchi.jp/ ◇E-mail：hirao1@hirao.townnet.pref.yamaguchi.jp

◇発行：平生町役場
〒742-1195
山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1
Tel0820（56）7120<企画課>

１月７日、平成19年成人式が町武道館で開か
れ、昭和61年４月２日から昭和62年４月１日
までに生まれた新成人127人が出席しました。
式典では、山田町長による式辞や来賓の祝辞

などが行われた後、新成人を代表して小山直樹
さん（平生町）と藤田美幸さん（平生村）が
「20歳の誓い」を述べました。
式典後の集いでは、久しぶりに会った友人た

ちと談笑し、写真を撮り合うなど思い出に残る
時間を楽しく過ごしていました。

大人への仲間入り
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写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
は
公
的
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

今
ま
で
住
ん
で
い
た
市
町
村
に

一
定
の
事
項
を
記
入
し
た
転
出
届

を
郵
送
し
、
そ
の
後
、
引
越
先
の

市
町
村
窓
口
に
住
基
カ
ー
ド
を
提

示
す
れ
ば
転
入
の
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
の
窓
口

に
行
く
の
が
１
回
で
済
み
ま
す
。

●
転
入
、
転
出
の
手
続
き

が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）を
ご
存
知
で
す
か

◇
印
章

◇
Ｂ
タ
イ
プ
を
希
望
す
る
人
は
写

真
１
枚
（
縦
４
・
５
cm
×
横

３
・
５
cm
）

◇
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
官
公
庁
が
発
行
し
た
顔
写

真
付
き
の
も
の
）

◇
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
が
な

い
場
合
は
照
会
書
兼
回
答
書
を

郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
本
人
確

認
を
行
い
ま
す
。

※
カ
ー
ド
受
け
取
り
時
に
交
付
手

数
料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

《
公
的
な
証
明
書
と
し
て
の

活
用
例
》

◇
金
融
機
関
の
窓
口
で
10
万
円
を

超
え
る
振
込
み
を
す
る
と
き

◇
郵
便
貯
金
、
銀
行
口
座
の
新
規

開
設
の
と
き

◇
携
帯
電
話
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
契
約
の
と
き

◇
書
留
郵
便
の
受
取
り
の
と
き

◇
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
の
と
き

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
は
、
こ

の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活

用
で
き
ま
す
。

●
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド

は
運
転
免
許
証
な
ど
と
同

様
に
公
的
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

行
政
機
関
へ
の
申
請
手
続
き
の

一
部
が
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
で

き
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
は
、
高
度
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
持
つ
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
、
暗
証
番
号
を
設
定
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
他
人
の
不
正

な
使
用
を
防
止
し
ま
す
。

●
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
に
活
用
で
き
ま
す
。

各
市
区
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
れ
ば

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
利
用
で
き
ま
す
。

《
カ
ー
ド
に
は
写
真
な
し
と

写
真
付
き
の
２
種
類
》

■
カ
ー
ド
の
種
類

Ａ
タ
イ
プ
（
氏
名
の
み
）

Ｂ
タ
イ
プ
（
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
、
顔
写
真
）

ど
ち
ら
も
有
効
期
間
は
10
年
で

す
が
、
他
の
市
区
町
村
に
転
出
し

た
場
合
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
町
民
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
３

《
カ
ー
ド
交
付
ま
で
の
日

数
》申

請
書
の
受
付
け
後
３
週
間
程

度
か
か
り
ま
す
。

サーバメンテナンスのため、公的個人認証サービスが２月17日土から２月18日日の間

一時停止しますので、電子証明による申請届出が利用できません。ご注意ください。

公的個人認証サービスの一時停止について
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児童クラブ入会者を募集します
－平生児童クラブ・佐賀児童クラブ－

児童クラブは、保護者が就労などのため不在の家庭に代わって、小学校低学年児童を

下校後一定時間お預かりするところです。

指導員が見守りながら、家庭で過ごすのと同じように、宿題をしたり、おやつを食べ

たり、友だちとあそんだりします。

■入会対象者

小学校１年生から３年生で、下校後家庭外労働や

病気などで家族が不在の家庭。ただし、障害のある

児童など、入会が必要と認められた児童は、６年生

まで対象となります。

■定員

平生児童クラブ　100人

佐賀児童クラブ　 20人

■開設日時

４月２日～翌年３月31日

（12月29日～１月３日を除く）

授業終了後～午後５時30分

（祝日・日曜日を除く）

※土曜日および長期休業中（春・夏・冬休み）

午前９時～午後５時30分

就労時間や通勤の都合で、延長保育を希望される

人は、午後６時までお預かりします。

■場所

平生中央児童館（平生児童クラブ）

佐賀保育園２階（佐賀児童クラブ）

■負担経費

１カ月3,500円

（保育料2,000円、おやつ代1,500円）

■申込期限 ３月５日月

■問合せ先 町役場健康福祉課　Tel（56）7115

■申込場所

町役場健康福祉課こども班、佐賀出張所

※必要書類（就労証明書など）は申込場所に用意し

てあります。

■その他

定員以上の申し込みがあった場合は、低学年・母

子家庭・障害のある児童から優先入会とし、３年生

については抽選とします。

延長保育を希望される人は、別途延長保育の申し

込みが必要です。

やまぐち電子申請サービスを利用すると、イン

ターネットを使って、自宅や職場から24時間い

つでも手続きをすることができます。現在は、住

民票の写しの交付請求（予約）や各種税証明書

（予約）などが利用できます。

●受付開始手続き

●新しい手続きの利用開始日

平成19年３月１日木

●利用方法

平生町のホームページの「やまぐち電子申

請サービス」のリンクからご利用ください。

■問合せ先　

町役場企画課　Tel（56）7120

※業務の内容については、健康福祉課 Tel

（56）7115へお問い合わせください。

電子申請（予約）・届出サービスの
手続きが拡大されます

◇平生町ホームページ
http://www.hirao.townnet.pref.yamaguchi.jp/
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食で育むこころとからだ
～ お弁当参観から ～

平生幼稚園

幼稚園にいながらにして、お母さんの愛情を感じることが
できるお弁当。
幼稚園ではどんな様子で食べているのかしら？わが子が笑
顔で食べている姿を想像しつつ作られる週３日のお弁当日
に、お母さんも弁当持参で幼稚園での昼食の時間をともに楽
しんでいただききました。
お弁当を開けたときの子どもたちの表情や、みんなと一緒
に食べているわが子の様子を見て、安心したり、子どもの思
いに気づいたり、愛情いっぱいのいろいろなお弁当を見たり
することで、今後のお弁当作りのヒントを得ることができ、
収穫の多いお弁当参観となったようです。

こころとからだの健康は食事から。
マナ－も伝えながら楽しい雰囲気の中で育みたいものです。

「じょうずにたべれるようになったよ」
（３歳児クラスのお弁当参観日）

「ママの手作り弁当は愛情いっぱい ! 」

４月には、統一地方選挙が行われます。

この選挙は、今年の３月から５月の間に全国

多数の都道府県、市区町村の各自治体の議会議

員または首長の任期が満了することに伴い、こ

れらの選挙を円滑に行うために、それぞれの選

挙の執行期日を国が定めて行なわれるもので

す。

平生町においても、４月８日に山口県議会議

員一般選挙が、４月22日に平生町議会議員一

般選挙が執行されます。

また、これらの選挙に関する立候補届等につ

いては､立候補を予定されている人、または代

理の人を対象に、次の日程により県と町の各選

挙管理委員会による説明会を予定しています。

なお、選挙日程などについては、次号に掲載

予定です。

４月に統一地方選挙が行われます

◇山口県議会議員一般選挙立候補予定者説明会
（熊毛郡選挙区）
●日　時 ２月27日火　午前10時～

●場　所 山口県柳井総合庁舎２階　大会議室

■問合せ先

山口県選挙管理委員会　柳井地方事務局

（柳井県民局内） Tel（24）0250

◇平生町議会議員一般選挙立候補予定者説明会
●日　時 ３月20日火　午後１時30分～

●場　所 町役場第３庁舎３階　大会議室

■問合せ先

平生町選挙管理委員会

（町役場総務課内） Tel（56）7111

山口県議会議員一般選挙について
山口県議会議員一般選挙における熊毛郡の選挙区および定数が、市町合併に伴い、次のとおり見直

されましたので、４月の選挙から適用されます。

選挙管理委員会からのお知らせ



平成19年度から現在150円の

各種証明書等の交付手数料（印鑑

登録証交付手数料については現在

100円）を200円に改定します。

対象となるものは次のとおりで

す。

今
年
は
「
亥
年
」
で
す
。
12
年

前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
に
、
古
く

は
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災
の
発

生
も
亥
年
と
の
こ
と
。
亥
年
は

“
天
地
異
変
の
相
”
か
？
。
何
だ

か
不
気
味
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、

こ
の
平
成
19
年
こ
そ
は
、
ど
ー
か

平
穏
で
明
る
い
年
で
あ
っ
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

さ
て
、
先
日
の
北
海
道
夕
張
市

で
の
成
人
式
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
泣

か
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
財
政
破
綻

で
補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ
た
も
の

の
、
若
者
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、

必
死
の
努
力
で
手
作
り
の
成
人
式

を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
報
道
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
て
い
た
男
子
学
生
の
言
葉

が
胸
に
響
き
ま
し
た
。
「
か
け
が

え
の
な
い
ふ
る
里
で
す
。
卒
業
し

た
ら
ま
た
夕
張
に
戻
り
ま
す
。
こ

の
街
を
活
性
化
さ
せ
る
の
は
僕
ら

の
役
目
だ
か
ら
…
。
」
夕
張
市
民

に
と
っ
て
将
来
の
展
望
が
見
え
な

い
な
か
、
こ
の
ふ
る
里
へ
の
熱
い

思
い
と
、
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て

い
こ
う
と
す
る
若
者
の
た
く
ま
し

さ
こ
そ
、
“
希
望
の
火
”
で
あ
り

“
救
い
”
で
す
。
岩
国
市
出
身
の

宇
野
千
代
さ
ん
は
『
人
間
を
つ
く

る
の
は
ふ
る
里
で
あ
る
』
と
言
っ

て
い
ま
す
。
ふ
る
里
が
人
間
を
鍛

え
、
夢
や
希
望
が
社
会
に
輝
き
を

与
え
る
こ
と
を
夕
張
の
若
者
た
ち

は
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
私
た
ち
は
い
つ
ま
で
も

こ
う
し
た
感
傷
に
浸
っ
て
ば
か
り

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
わ
が
国
の
景

気
回
復
は
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を

越
え
て
戦
後
最
長
と
の
こ
と
で
す

が
、
地
方
で
は
“
い
ざ
な
ぎ
”
ど

こ
ろ
か
“
さ
ざ
な
み
”
ほ
ど
の
実

感
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
こ

数
年
、
国
の
財
政
再
建
優
先
で
国

か
ら
の
補
助
金
や
交
付
税
は
約
10

兆
円
減
ら
さ
れ
た
反
面
、
地
方
へ

の
税
源
移
譲
は
３
兆
円
止
ま
り
で

す
。
財
政
難
で
悩
む
多
く
の
自
治

体
に
と
っ
て
、
夕
張
市
の
事
例
は

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
６
３
０
億
円
と
い

う
巨
額
な
借
金
や
長
年
の
赤
字
隠

し
で
一
番
の
責
任
は
夕
張
市
で

す
。
し
か
し
同
時
に
、
炭
坑
閉
山

と
い
う
国
策
に
翻
弄
さ
れ
、
観
光

へ
の
過
大
投
資
や
放
漫
な
財
政
運

営
を
許
し
、
見
過
ご
し
て
き
た
北

海
道
や
国
に
も
責
任
の
一
端
は
あ

り
ま
す
。
自
治
体
は
企
業
と
違
っ

て
、
た
と
え
破
綻
し
て
も
住
民
サ

ー
ビ
ス
は
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。
是
非
、
前
向

き
な
「
再
建
計
画
」
に
な
る
よ
う

支
援
策
を
講
じ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

私
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
若
者
た
ち
に
辛
い
思
い
を
さ
せ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
緊
張
感
を

も
っ
て
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
参

り
ま
す
。

夕
張
の
こ
と
…
。

No. 65
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各種証明書等の
交付手数料が
変わります

○印鑑登録証の交付

○印鑑登録証明書の交付

○住民票、戸籍の附票の写しの

交付

○住民票の広域交付

○所得証明書、納税証明書、課

税証明書の交付

○固定資産課税台帳記載事項に

関する証明書（資産証明書、

評価証明書、公課証明書、名

寄証明書の交付）

○営業証明書の交付

○公簿、図面等の閲覧、照合ま

たは、写しの交付（ただし、

固定資産に関する地籍図の写

しは100円）

○その他の証明書の交付

４月１日から

夜間の災害時においても避難場

所へ迅速に避難できるように、佐

賀公民館田名分館の県道入口付近

に避難誘導標識を設置しました。

今回で町内12基目の設置とな

るこの標識は、（財）日本宝くじ

協会の防災関連整備事業として行

っており、太陽電池式で暗くなる

と絵柄が光るため、夜間でもはっ

きり見ることができます。今後に

おいても、防災対策の一環として、

本事業を活用した避難標識設置の

要望を続けていく予定です。

夜でも見える
避難誘導標識を設置

■問合せ先

町役場総務課　Te l（ 5 6）
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３月１日木～７日水は、春季全国火

災予防運動です。
～住宅防火　いのちを守る　７つのポイント～

◇３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

◇４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設置する
・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制
をつくる

「わが家の安心チェック」
□コンセントをたこ足配線にしない。

□冷蔵庫のコンセントなど、普段隠れ

ているところもときどき掃除する。

□家の周りは整理整頓する。

□テレビ、こたつなどのコードを束ね

たまま使用しない。

□電気コードを家具の下敷きにしな

い。

「消さないで　あなたの心の　注意の火。」
平成19年

春季全国火災予防運動

３月１日午後１時か

ら、下関地方気象台は、

天気予報、注意報・警報

の対象となる区域（細分

区域）を以下のとおり変

更します。

なお、日々の天気予報

のための細分区域を「一

次細分区域」と呼び、そ

の一次細分区域をさらに

分割した注意報・警報の

ための細分区域を「二次

細分区域」と呼びます。

下関地方気象台から発表される

気象情報の対象区域が変更されます
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昨年12月18日、平生町

消防団長および副団長が、

それぞれ再任されました。

○団　長

伊田親男さん（大野南）

○副団長

時政和男さん（竪ヶ浜）

北野正和さん（佐　賀）

消防団長・副団長が再任

△左から北野さん、伊田さん、
時政さん

初日の出で新年を迎える

１
月
４
日
、
平

成
19
年
平
生
町
消

防
出
初
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
、

町
道
桜
町
線
で
観

閲
行
進
が
行
わ

れ
、
消
防
団
や
自

衛
消
防
隊
、
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
、
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の

約
３
０
０
人
が
徒

歩
隊
と
し
て
行

進
、
続
い
て
消
防
車
な
ど
の
車
両
隊
が
走
行
し
、

勇
壮
な
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
体
育
館
で
開
か
れ
た
式
典
で
は
、

山
田
町
長
に
よ
る
式
辞
や
伊
田
団
長
の
あ
い
さ

つ
、
消
防
団
員
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
厳
か
な
雰

囲
気
の
中
で
団
員
の
士
気
を
高
め
、
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
も
「
ひ
ら
お
ヤ
ッ
チ
ャ
レ
音
頭
よ
さ
こ
い
キ

●
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章

赤
道
良
雄
（
第
４
分
団
分
団
長
）

中
山
直
行
（
第
３
分
団
分
団
長
）

●
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰
・
平
生
町
長
表
彰

◇
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

平
岡
　
　
（
前
第
６
分
団
副
分
団
長
）

河
　
忠
善
（
前
第
６
分
団
部
長
）

松
永
研
二
（
前
第
５
分
団
班
長
）

鶴
田
滿
男
（
前
第
５
分
団
班
長
）

故
藤
井
政
夫
（
前
第
８
分
団
部
長
）

◇
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
40
年
勤
続
表
彰
】

中
本
安
生
（
第
６
分
団
分
団
長
）

【
35
年
勤
続
表
彰
】

中
山
直
行
（
第
３
分
団
分
団
長
）

奥
村
　
勉
（
第
５
分
団
副
分
団
長
）

【
30
年
勤
続
表
彰
】

河
藤
昭
司
（
第
１
分
団
分
団
長
）

角
本
正
一
（
第
８
分
団
部
長
）

【
25
年
勤
続
表
彰
】

本
敏
勝
（
第
５
分
団
部
長
）

藤
本
健
一
（
第
３
分
団
部
長
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

板
田
　
幸
（
第
１
分
団
副
分
団
長
）

冨
田
康
史
（
第
４
分
団
副
分
団
長
）

新
村
秀
男
（
第
６
分
団
部
長
）

岩
村
榮
次
（
第
８
分
団
部
長
）

若
山
榮
治
（
第
５
分
団
班
長
）

正
内
　
篤
（
第
６
分
団
班
長
）

【
15
年
勤
続
表
彰
】

川
久
定
紀
（
第
６
分
団
班
長
）

大
内
力
太
郎
（
第
６
分
団
班
長
）

田
　
実
（
第
２
分
団
班
長
）

西
山
博
和
（
第
４
分
団
班
長
）

池
岡
一
行
（
第
７
分
団
班
長
）

桑
　
英
彦
（
第
８
分
団
班
長
）

中
尾
和
正
（
本
部
団
員
）

三
宅
秀
昭
（
本
部
団
員
）

井
堀
文
雄
（
第
５
分
団
団
員
）

藤
谷
拾
人
（
第
５
分
団
団
員
）

永
　
　
（
第
９
分
団
団
員
）

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

ッ
ズ
バ
ー
ジ
ョ

ン
」
を
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
披

露
し
、
式
典
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は

大
内
川
排
水
機
場

に
場
所
を
移
し
、

消
防
団
に
よ
る
一

斉
放
水
が
行
わ

れ
、
県
内
で
一
番

早
い
出
初
式
を
締

め
く
く
り
ま
し

た
。

式
典
で
行
わ
れ
た
消
防
団
員
表
彰
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

「大星山で初日の出を迎えよう」

（大星山で初日の出を迎える会主催）

の催しが元日の早朝、大星山山頂で

開かれました。

澄み切った空気の中、日の出予定

時刻の７時16分を少し過ぎたころ、

新しい年を告げるまばゆい光が雲の

切れ間から昇り始め、町内外から集

まった多くの参加者が新年を祝いま

した。

また、山頂では、冷えた体を温め

るため、ぜんざいや甘酒などがふる

まわれました。
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七草を食べて
健康な１年に

大野公民館で、１月10日、七草・薬膳

料理（七草のつどい）が行われました。

参加者は、講師である大野地区食生活改

善推進協議会会員から作り方を教わり、七

草がゆや薬膳茶わん蒸しなど６品を調理し

ていきました。

調理後、１年の健康を祈りながら、みん

なで出来上がった料理を味わいました。

手
づ
く
り
「
た
こ
」
を
作
る

平
生
町
ま
ち
・
む
ら
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
会
主
催

に
よ
る
た
こ
づ
く
り
教
室
が
、
１
月
14
日
、
町
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
あ
ら
か
じ
め
好
き
な

絵
や
文
字
を
描
い
て
お
い
た
た
こ
紙
を
持
参
し
、
指

導
者
に
教
わ
り
な
が
ら

保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に

立
派
な
ダ
イ
ヤ
だ
こ
を

作
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を

移
し
て
た
こ
揚
げ
を
行

い
、
出
来
上
が
っ
た
た

こ
を
空
高
く
揚
げ
よ
う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
よ
く
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

周
南
駅
伝
大
会
開
催

第
56
回
平
和
記
念
周
南
駅
伝
競
走
大
会
が
１
月
21
日
に
開
か

れ
、
参
加
し
た
31
チ
ー
ム
は
、
田
布
施
町
・
光
市
・
平
生
町
・

柳
井
市
の
計
39
・
３
km
の
距
離

を
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
走
り
ま

し
た
。

一
般
１
部
・
高
校
の
部
、
一

般
２
部
・
中
学
の
部
で
競
わ
れ

た
こ
の
大
会
で
、
平
生
中
学
校

は
部
門
別
第
２
位
に
な
る
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
周
南
駅
伝
大
会
役
員
の
功
労
者
表
彰
も
行

わ
れ
、
30
年
間
も
の
永
き
に
わ
た
り
同
大
会
へ
功
労
さ
れ

て
き
た
河
藤
昭
司
さ
ん
（
平
生
村
）
が
30
年
功
労
賞
を
、

ま
た
山
本
輝
夫
さ
ん
（
平
生
町
）
が
10
年
功
労
賞
を
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

もちつきで長寿のお祝い
１月27日、社会福祉施設の寿海苑・つ

つじ苑で、施設利用者の長寿をお祝いする

ため、平生ライオンズクラブによるもちつ

きが行われました。

同クラブの　本会長と平生警察署の森富

署長の開会あいさつの後にもちつきが始ま

り、同クラブ会員らは、周りからの「よい

しょ、よいしょ」とのかけ声に合わせ、力

強くもちをつきました。

出来上がったもちは、ぜんざいなどにし

て、施設利用者と参加者でおいしくいただ

きながら交流を図っていました。
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どんど
焼き

△大野地区（１月13日）△曽根地区（１月13日）

△佐賀地区（１月13日） △平生地区（１月14日）
△宇佐木地区（１月13日）

統計調査員表彰
１月19日、県庁で開かれた第54回山口県統

計大会で、町内から次の調査員が表彰されまし

た。同日、報告のため町役場を訪れました。

●総務大臣表彰

本佐代子さん（佐賀）

●山口県統計協会総裁・会長表彰

川　美智子さん（佐賀）

國　基純さん（大野北）

中本和子さん（大野南）

左
か
ら
中
本
さ
ん
、川
　
さ
ん
、

本
さ
ん
、
國
　
さ
ん

地
場
産
食
材
で

学
校
給
食
を

全
国
学
校
給
食
週
間
（
１

月
24
日
〜
30
日
）
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
平
生
小
学
校

で
は
１
月
24
日
を
「
地
場
産

学
校
給
食
の
日
」
と
し
、
３

年
生
を
対
象
に
地
場
産
食
材

の
学
習
と
給
食
を
行
い
ま
し

た
。学

習
の
時
間
で
は
、
食
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
田
一
利

さ
ん
（
曽
根
）
と
中
本
和
子

さ
ん
（
大
野
南
）
が
、
町
の

農
業
や
栽
培
さ
れ
て
い
る
イ

チ
ゴ
、
旬
の
野
菜
の
説
明
な

ど
を
さ
れ
ま
し
た
。

給
食
に
は
、
地
場
産
食
材

を
使
用
し
た
ひ
ら
お
寿
司
や

ひ
ら
お
鍋
な
ど
が
登
場
し
、

児
童
は
地
場
産
食
材
を
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

予
科
練
服
を
寄
贈

１
月
25
日
、
元
自
治
大
臣
の
吹

田
　
さ
ん
が
、
戦
時
中
の
資
料
を

多
く
展
示
し
て
い
る
阿
多
田
交
流

館
へ
、
海
軍
予
科
練
の
制
服
で
あ

る
「
７
つ
ボ
タ
ン
」（
レ
プ
リ
カ
）

を
寄
贈
す
る
た
め
、
町
役
場
を
訪

れ
ま
し
た
。

吹
田
さ
ん
は
、
１
月
10
日
に
同

館
に
来
館
さ
れ
、
自
身
も
甲
種
飛

行
予
科
練
習
生
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
同
輩
や
先
輩
方
の
写
真
ま
で

飾
ら
れ
て
い
る
同
館
に
と
て
も
感

銘
を
受
け
ら
れ
、
今
回
の
寄
贈
に

至
っ
た
も
の
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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あなたは大丈夫？生活習慣病

◆生活習慣をチェックしてみましょう
１食事は１日３回規則正しく食べています

か。

２よく噛んで食べていますか。

３野菜、果物など食物繊維をよくとってい

ますか。

４お茶をよく飲んでいますか。

５禁煙していますか。

６かかりつけ医をもっていますか。

７自立心が強いですか。

８気分転換のための活動をしていますか。

９新聞をよく読んでいますか。

10テレビをよく見ていますか。

11外出することが多いですか。

12就寝、起床時間が規則的ですか。

（高齢期を元気にいきいきと過ごすための健康高齢者12

カ条：資料 国民健康保険中央会調査報告書より）

狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
不
整
脈
、
心
不

全
な
ど
、
心
臓
の
病
気
に
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
肥
満
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
タ
バ
コ
、
ス
ト
レ
ス
、

過
食
や
運
動
不
足
、
急
激
な
運
動
と
急
激

な
温
度
差
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
原
因
が
重

な
り
合
っ
て
心
臓
病
を
お
こ
し
ま
す
。

○
服
用
中
の
薬
の
働
き
や
副
作
用
を
よ
く

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

心
臓
病
の
薬
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。

・
心
臓
の
筋
肉
に
作
用
す
る
薬

・
心
臓
の
血
管
に
作
用
す
る
薬

・
心
臓
の
リ
ズ
ム
に
作
用
す
る
薬

・
全
身
的
に
作
用
し
て
心
臓
の
負
担
を
軽

く
す
る
薬

○
自
分
の
リ
ズ
ム
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う脈
拍
や
リ
ズ
ム
に
注
意
す
る
こ
と
で
、

薬
の
副
作
用
を
防
げ
ま
す
。
１
分
間
あ
た

り
の
脈
拍
数
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
り

（
50
回
）、
多
す
ぎ
た
り
（
１
２
０
回
）
し

た
と
き
は
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

(

編
集
　
山
口
県
薬
剤
師
会)

▽
心
臓
の
薬
を
お
飲
み
の
患
者
さ
ん
へ
１

シ
リ
ー
ズ

No.549

ヨーグルトのかくし味でまろやかになります。

チーズはスライサーなどで薄く削って散らせば、

プロ風の仕上がりになります。

《材　料》　４人分

《作り方》

１小房に分けたブロッコリーを熱湯で２分ゆで、食

べやすく切ったエリンギを加えてさっと火を通

し、ザルに取って手早く冷ます。

２チーズは１cm幅の短冊に切る。

３ミックスナッツは粗くきざむ。

４Ａをよく混ぜ合わせ、１、２、３を加えてざっく

り混ぜる。

ブロッコリー １株

エリンギ ２本

チーズ ４切れ

ミックスナッツ 40ｇ

プレーンヨーグルト 大さじ１

味噌 小さじ１

マヨネーズ 大さじ２

塩、こしょう 少々

ブロッコリーのナッツサラダ

く
す
り
の
飲
み
方
・
使
い
方

No.

10

｛Ａ

不適切な食生活（食べ過ぎ、食塩・脂肪の過剰摂取な

ど）や運動不足、ストレス過剰、飲酒、喫煙などが原因

で起こる病気のことで、内臓脂肪症候群としての肥満症、

糖尿病、高血圧症およびこれらの予備軍のことです。

こうした病気は自覚症状に乏しく、日常生活に大きな

支障はありませんが、健診で発見された後は、基本とな

る生活習慣の改善がなされないと、脳卒中や虚血性心疾

患（心筋梗塞など）、その他重症の合併症（糖尿病の場

合：人工透析、失明など）に進展する可能性が非常に高

くなります。この状態がさらに進むと、半身の麻痺や認

知症、日常生活においてもさまざまな支障が出てきて、

生活機能が低下した要介護状態にもなってしまいます。

「ちょっと太り気味」、「ちょっと血圧が高め」…そんな

「ちょっと」の積み重ねが、後々恐ろしい病気を招くこと

になるのです。

しかし、どの段階であっても、生活習慣を改善するこ

とで進行を抑えることができるのです。とりわけ、肥満、

高血糖、高血圧、高脂血のときに生活習慣を見直すこと

で、生涯にわたって生活の質を維持することにつながっ

てきます。

あなたの生活習慣はいかがですか。明日

から取りかかろうではなく、今日から早速、

出来ることから挑戦してみませんか。

●生活習慣病とは
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 142

青
少
年
赤
十
字
活
動
を
と
お
し
て

佐
賀
小
学
校

赤
十
字
は
「
人
道
・
公
平
・
中

立
・
独
立
・
奉
仕
・
単
一
・
世
界

性
」
と
い
う
７
つ
の
普
遍
的
な
原

則
の
も
と
に
行
動
す
る
人
道
機
関

で
す
。
世
界
最
大
級
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
駆
使
し
、
国
境
や
宗
教
、

人
種
を
超
え
て
、
人
の
命
の
尊
厳

を
守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
道

的
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
青
少
年
赤
十
字
は
、
児

童
・
生
徒
が
赤
十
字
の
精
神
に
基

づ
い
て
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の

福
祉
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
命
と
健
康
を
大
切
に

し
、
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
や
世
界

の
人
々
と
の
友
好
親
善
の
精
神
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
学
校
教
育
の

中
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
活
動
を
行
う
際
に

は
、
児
童
生
徒
の
主
体
性
を
育
む

た
め
に
「
気
づ
き
」「
考
え
」「
実

行
す
る
」
と
い
う
３
つ
の
態
度
目

標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
生
き
る
力
の
１
つ
で
あ

る
確
か
な
学
力
（
自
ら
学
び
、
自

ら
考
え
る
力
）
の
育
成
と
も
大
き

な
関
連
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

本
校
で
は
、
14
年
前
か
ら
こ
の

青
少
年
赤
十
字
に
参
加
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
毎
年
４
月
に
、
新
し
く
入

学
し
て
き
た
１
年
生
に
対
し
て
、

登
録
式
を
行
い
ま
す
。
登
録
式
で

は
、
上
級
生
が
１
年
生
に
活
動
の

趣
旨
を
伝
え
、
み
ん
な
で
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
意
識
付

け
を
し
ま
す
。

そ
の
後
の
具
体
的
な
活
動
と
し

て
は
、
地
域
の
方
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
の
ア
ル
ミ
缶
の
収
集
や
、

学
校
園
で
サ
ツ
マ
イ
モ
や
玉
ね
ぎ

の
栽
培
を
し
て
、
お
年
寄
り
の
方

と
交
流
し
た
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
し
た
り
す
る
活
動
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
学
校
の

下
の
バ
ス
停
の
清
掃
や
募
金
活
動

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
う
ち
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
活
動
を
通
し
て
、
「
地
域
社
会

の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
何
か
を

し
た
い
と
か
、
困
っ
て
い
る
人
や

苦
し
ん
で
い
る
人
を
見
た
ら
、
何

か
役
に
立
つ
こ
と
を
し
て
あ
げ
た

い
」
と
い
う
自
然
な
気
持
ち
を
素

直
に
行
動
に
移
せ
る
よ
う
な
よ
い

習
慣
や
、
優
し
い
思
い
や
り
の
あ

る
考
え
方
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

平生図書館　Tel（56）2310

２月…19日月、26日月、28日（水／月末整理日）
３月…５日月、12日月

《一般書》

《児童書》

父の晩年

山口　瞳　著

海坂藩大全　上巻・下巻

藤沢周平　著

春のワルツ　前編・後編

キム・ジヨン、ファン・ダウン 著

風林火山ゆかりの地を歩く

小和田哲男監修

いのちのおはなし

村上康成　絵　日野原重明　文　

生麦生米生卵

長谷川義史　作

「ピーターラビット」の丘から

マーガレット・Ｓ・ユアン 著

百発百中恋うらない！！

藤　真知子　作

極地からわかる地球のひみつ

鳥飼新市　文

おしゃれ工房

～春を呼ぶ桃の節句のハンドメイド～

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり まいにち薔薇いろ
田辺聖子 ＡｔｏＺ

田辺聖子ほか　著

田辺聖子全集から生まれた万華鏡

のようなスぺシャルブックガイド。

田辺文学と彼女の夢色暮らしを、Ａ

からＺまでキーワ

ードを立て、「事

典」のかたちでカ

ラフルに紹介しま

す。江國香織らの

エッセイ、単行本

未収録短編なども

収録。



地
震
は
突
然
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。
家
族
と
事
前
に
次
の
こ
と
を

話
し
合
い
、
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
平
素
の
心
構
え
】

○
自
宅
周
辺
の
避
難
場
所
や
家
族
の
役
割
な

ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
塀
な
ど
を
補
強
し
、
倒

壊
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
タ
ン
ス
や
食
器
棚
の
転
倒
・
落
下
防
止
の

た
め
、
留
金
な
ど
で
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

○
ラ
ジ
オ
、
ラ
イ
ト
、
救
急
医
薬
品
、
非
常

食
な
ど
を
寝
室
の
枕
元
に
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
、
安
否
の
確
認
方
法
を

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
地
区
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、
防
災
行

動
力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
地
震
が
発
生
し
た
場
合
】

○
ガ
ス
器
具
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
は
、
素

早
く
消
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
備
え
て

平成19年２月号　広報ひらお 12

【交通安全標語】 お父さん　無事故　無違反　かっこいい （平成18年「交通安全年間スローガン」 ）

友人に頼まれ、自分の名義で消費者金融から借金をしました。

当初は友人がきちんと返済していたのですが、最近、友人の所

在がわからなくなり、返済が滞って事業者から返済を督促され

ています。今後どうなるのでしょうか。

勝手に他人が名前を騙って契約をした場合とは事情が違いま

す。契約の当事者となってしまいますので、最後まで全責任を

持ち、事業者に借金や商品代金を支払わなければなりません。

絶対迷惑はかけないと言われたり、利益につられたりして名前を

貸す契約のことを「名義貸し」といいます。

「知人に誘われ、展示会に行き、知人に代わってクレジットの契

約書に署名したが、知人が支払いをしないので、クレジット会社か

ら請求を受けた。」といった相談が寄せられることもあります。

友人に貸したお金の返済を請求できますが、事情を知らない消費

者金融事業者に対しては支払い義務を負うことになります。

義理・人情に訴える、断りにくい関係のある友人、知人などから

頼まれても、自分の生活を守るために、「名義貸し」は勇気を持っ

て、きっぱり断り、「絶対迷惑はかけない」、「名前を貸してくれれ

ば、謝礼・手数料をあげる」などの言葉に、「名前くらいなら」と

いった軽い気持ちで安易に乗らないようにしましょう。

◆◇ワンポイント◇◆

名義貸しの責任について

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

○
落
ち
着
い
て
、
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に

身
を
隠
し
ま
し
ょ
う
。

○
玄
関
な
ど
を
開
け
、
避
難
口
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

【
避
難
す
る
場
合
】

○
持
ち
物
は
最
小
限
に
し
、
徒
歩
で
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

○
狭
い
路
地
、
塀
や
崖
な
ど
に
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
近
く
に
広
場
な
ど
安
全
な
場
所
が
あ
る

と
き
は
、
一
時
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

○
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
津
波
情
報
に
注
意
し
、
海
岸
線

か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
中
に
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
道
路
の

左
側
か
空
き
地
に
停
車
し
様
子
を
見
ま

し
ょ
う
。

【
地
域
が
被
災
し
た
場
合
】

○
倒
壊
し
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

な
ど
が
い
た
ら
、
地
域
の
み
ん
な
で
一

致
協
力
し
救
出
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
軽
い
怪
我
な
ど
の
処
置
は
、
お
互
い
が

協
力
し
て
応
急
救
護
を
し
ま
し
ょ
う
。
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柳井健康福祉センター相談日
◎保健事業【２月16日～３月15日】

〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｃ型肝炎検査《予約開催》　要予約〔1,260円〕

３月13日火 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《予約開催》　要予約

３月13日火 ９：00～10：00

●発達クリニック（乳幼児）《予約開催》　要予約

２月22日木 13：00～16：00

●エイズ抗体検査・相談《予約開催》　要予約

３月13日火 ９：00～10：00

●心の健康相談《予約開催》　要予約

２月20日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談　要予約（前日まで）

２月23日金、３月９日金 10：00～15：00

○井戸水・水質検査（事前に来所のこと）〔有料〕

２月27日火、３月13日火 ９：00～11：00

※《予約開催》は１週間前までに予約してください

〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 春よ来い　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 故郷（ふるさと）

まちの人口 月間交通事故発生状況

発生件数

平生警察
署管内

平生町内

人身 物損
死者
（人）

傷者
（人）

５ 27 ０ ８

15０5211

12月

月間火災・救急発生状況

火　災

広域消防
組合管内

平生町内

建物 山林 その他
救急

２ ０ ０ 46

343００８

12月

12月31日現在の住民基本台帳記

載人口。（ ）内は前月対比。 資料：平生警察署 資料：柳井地区広域消防組合

※広域消防組合管内…柳井市・周防大島町・上関町・平生町※平生警察署管内…田布施町・上関町・平生町

休日夜間在宅当番医

◎夜間在宅当番医

午後６時～午後10時は下記の場所で診療します。

◎熊南地域休日診療所

午前９時～午後５時は熊南地域休日診療所をご利

用ください。（日程は夜間在宅当番医と同じです。）

〔平生町曽根向井原／Tel（５６）５３５３〕

２月11日

２月12日

２月18日

２月25日

３月４日

３月11日

吉村胃腸科内科（田布施町下田布施）

藤田医院（田布施町宿井）

志熊医院（上関町室津）

新谷医院（田布施町波野）

田尻医院（平生町十三割）

弘和クリニック（田布施町波野）

祝

月

日

日

日

日

Tel

Tel

Tel

Tel

Tel

Tel

（５２）３２６６

（５２）２５５８

（６２）１０３２

（５２）５５５０

（５６）７７３３

（５２）２５０８

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：２月17日土 午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

連絡先　山口県看護協会柳井支部事務局
Tel（22）3456（内線2501）

「まちの保健室」
あなたの健康チェックをしてみませんか？
まちの保健室は、毎月１回開催しています。

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【２月】 納期限２月28日

固定資産税　　　　第４期

国民健康保険税　　第８期

介護保険料　　　　第８期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114

（介護保険料）町役場健康福祉課　Tel（56）7115

ドミニカ移住者に対する
特別一時金の支給手続の開始

昭和31年から34年の間に、ドミニカ共和国に移住

した人に特別一時金を支給します。

請求期限　平成20年１月31日

■問合せ先

外務省領事局政策課　ドミニカ特別一時金担当

Tel03（3580）3311 内線4476
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
建
設
工

事
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
平
成
19
・
20
年
度
に
発
注
す
る

小
型
船
舶
操
縦
免
許

更
新
講
習

●
日
時

３
月
３
日
土
　

午
後
５
時
30
分
〜
　
受
付

（
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
）

午
後
６
時
〜
　
講
習
開
始

※
遅
刻
厳
禁

●
場
所

平
生
中
央
公
民
館

●
持
参
品

本
籍
地
記
載
の
住
民

票
、
印
章
（
失
効
ま
た
は
再
交
付
の

場
合
）
、
写
真
２
枚
（
４
・
５
セ
ン

チ
×
３
・
５
セ
ン
チ
／
更
新
中
証
明

書
の
必
要
な
人
は
免
許
証
の
コ
ピ

ー
）
、
免
許
証
、
再
交
付
の
場
合
は

運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
、
近
視
の
人

は
メ
ガ
ネ
な
ど
、
筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

小
型
・
更
新：

　
７
８
０
０
円
、

小
型
・
失
効：

１
６
１
０
０
円

■
問
合
せ
先

（
財
）
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

中
国
支
部

地
籍
調
査
の
お
知
ら
せ

◇
平
成
16
年
度
地
籍
調
査
事
業
に
係

る
閲
覧
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
地

籍
調
査
に
つ
い
て
、
成
果
で
あ
る
地

図
（
地
籍
図
）
・
簿
冊
（
地
籍
簿
）

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

閲
覧
と
は
、
成
果
を
公
開
す
る
こ

と
で
誤
り
な
ど
の
有
無
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
一
般
の
承
認
を
受
け
る

も
の
で
す
。
期
間
中
は
ど
な
た
で
も

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
閲

覧
者
の
確
認
の
た
め
印
章（
認
印
可
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
対
象
と
な
る
土
地
所
有
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
個
別
に
文
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
地
区
名

坂
ノ
下
一
区
の
一
部
、

坂
ノ
下
二
区
、
坂
ノ
下
三
区
、
吉
原
、

吉
原
東
、
下
豊
田
、
壱
の
割
、
日
の

出
一
区
、
日
の
出
二
区
、
東
壱
の
割

団
地
、
土
手
町
東
四
区
の
一
部

●
閲
覧
期
間

２
月
14
日
水
〜
３
月
５
日
月
（
20

日
間
）
た
だ
し
、
２
月
17
日
、
18
日
、

24
日
、
25
日
の
土
・
日
曜
日
は
除
く

●
閲
覧
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
閲
覧
場
所

平
生
町
役
場
第
２
庁
舎
第
３
会
議

室
（
経
済
課
２
階
）

■
問
合
せ
先

町
役
場
建
設
課
　
地
籍
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
８

臨
時
雇
用
登
録
者
の
募
集

町
で
は
、
平
成
19
年
の
臨
時
雇
用

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
を
さ
れ
る
人
は
、
希
望

職
種
を
明
記
し
た
封
筒
に
履
歴
書
を

同
封
の
上
、
町
役
場
総
務
課
ま
た
は

佐
賀
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申

し
込
み
期
限
は
２
月
28
日
水

（
必
着
）
で
す
。

◇
事
務
補
助
員

●
募
集
人
員

若
干
名

●
応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
、
高
等
学
校
以
上

の
卒
業
者

●
勤
務
内
容

町
役
場
本
庁
な
ど
で
の
事
務
補

助
。
た
だ
し
、
常
時
勤
務
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
な
く
、
登
録
者
と
し
て

各
課
な
ど
で
事
務
補
助
員
が
必
要
な

と
き
、
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
勤
務
時
間

職
員
に
準
じ
ま
す
。

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
保
育
士

●
募
集
人
員

若
干
名

●
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
所
持
さ
れ
、
お
お

む
ね
50
歳
ま
で
の
健
康
な
人

●
勤
務
内
容

保
育
園
お
よ
び
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

で
、園
児
や
児
童
数
の
増
加
に
よ
り
、

保
育
士
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
勤

務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
勤
務
時
間

原
則
と
し
て
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

●
報
酬

日
給
ま
た
は
時
間
給
で
月

１
回
支
給

◇
給
食
調
理
員

●
募
集
人
員

若
干
名

●
応
募
資
格

お
お
む
ね
50
歳
ま
で
の
健
康
な
人

●
勤
務
内
容

小
・
中
学
校
お
よ
び
保
育
園
の
給

食
調
理

●
勤
務
時
間

原
則
と
し
て
平
日
の
給
食
が
あ
る

日
と
し
ま
す
。

学
校
は
、
お
お
む
ね
午
前
８
時
〜

午
後
４
時
。
保
育
園
は
、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
。

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
幼
稚
園
代
替
教
諭

●
募
集
人
員

１
名

●
応
募
資
格

幼
稚
園
教
諭
免
許
取
得
者
で
健
康

な
人

●
勤
務
内
容

平
生
幼
稚
園
教
諭

●
勤
務
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
幼
稚
園
担
任
補
助
教
諭

●
募
集
人
員

若
干
名

●
応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
、
健
康
な
人

●
勤
務
内
容

平
生
幼
稚
園
に
お
い
て
担
任
教
諭

の
補
助

●
勤
務
時
間

月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分
、
火
・
木
曜
日

の
お
お
む
ね
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

２
時
30
分

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
平
生
町
体
育
館
・
武
道
館
・
音
楽

道
場
施
設
管
理
人

●
募
集
人
員

若
干
名

●
応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
、
健
康
な
人

●
勤
務
内
容

施
設
内
の
管
理

●
勤
務
時
間

平
日
は
午
後
５
時
〜
10
時
、
土
・

日
・
祝
祭
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
10
時
（
交
代
で
勤
務
）

●
報
酬

時
間
給
で
月
１
回
支
給

◇
共
通
事
項

勤
務
形
態
に
よ
っ
て
は
、
社
会
保

険
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
応
募
資
格
に
つ
い
て
は
、

男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１
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建
設
工
事
等
の
入
札
参
加
資
格
審
査

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
資
格

建
設
業
者
、
測
量
業
者
、
土
木
関

係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
築
関

係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
地
質
調

査
業
者
、
補
償
関
係
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
物
品
（
薬
品
）
の
製
造
・
販
売

業
者
等

●
申
請
要
領
お
よ
び
様
式

企
業
団
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
付
期
間

２
月
15
日
木
〜
３
月
15
日
木

■
申
請
お
よ
び
問
合
せ
先

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
（
〒

７
４
２-

０
１
１
１
　
柳
井
市
日
積

３
８
５
４
番
地
）

Tel
（
２
８
）
５
３
３
３

h
ttp
://w

w
5
1
.tik
i.n
e
.jp
/̃
y
a
n
a
i-

ko
u
su
i/

町では、次のとおり平生町排水設備工事指定

工事店の募集を行います。

●指定工事店の指定要件

（１）責任技術者が１名以上専属していること

（２）工事の施工に必要な設備および器材を有

していること

（３）山口県内に営業所があること

（４）市町税の滞納がないこと

（５）次のいずれにも該当しないこと

イ　工事業者（法人にあっては代表者）が成

年被後見人もしくは被保佐人または破産者

であって復権していない場合

ロ　工事業者（法人にあっては代表者）が責

任技術者としての登録を取り消された日か

ら２年を経過していない場合

ハ　指定工事店が、指定の取消の規定により

指定を取り消された日から２年を経過して

いない場合

ニ　工事業者がその業務に関し不正または不

誠実な行為をする恐れがあると認めるに足

りる相当の理由がある場合

ホ　法人であって、その役員のうちにイから

ニまでのいずれかに該当する者がいる場合

●申込方法

町役場建設課に備え付けの申請書などによ

り、建設課に提出してください。

●申込期間 ２月13日火～28日水

■問合せ先

町役場建設課　Tel（56）7118

平生町下水道排水設備工事
指定工事店の募集

年
金
相
談
の
平
日
の
時
間
延

長
と
休
日
の
相
談
を
実
施

徳
山
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年

金
相
談
の
時
間
延
長
と
休
日
の
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
相
談
も
併
せ
て

行
い
ま
す
。

●
時
間
延
長
日
　（
午
後
７
時
ま
で
）

２
月
13
日
火
、
19
日
月
、
26
日
月

３
月
５
日
月
、
12
日
月
、
19
日
月
、

26
日
月

●
休
日
相
談
日

（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

２
月
10
日
土
、
３
月
10
日
土

■
問
合
せ
先

徳
山
社
会
保
険
事
務
所

〔
年
金
相
談
〕

Tel
０
８
３
４
（
３
１
）
２
１
５
２

〔
納
付
相
談
〕

法
テ
ラ
ス

（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）

●
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
応
じ
た
最
も
適

切
な
機
関
・
団
体
の
情
報
を
無
料
で

提
供
し
ま
す
。

◆
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

Tel
０
５
７
０-

０
７
８
３
７
４

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
／
土

曜
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
日
曜
祝

日
除
く
）

●
収
入
の
少
な
い
人
に
は
契
約
弁
護

士
・
司
法
書
士
事
務
所
で
の
面
談
に

よ
る
民
事
法
律
扶
助
無
料
相
談
も
あ

り
ま
す
。

◆
法
テ
ラ
ス
で
の
無
料
法
律
相
談
日

（
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分
／
※
予
約
先
　
法
テ
ラ

ス
山
口
　
Tel
０
５
０
（
３
３
８
３
）

５
４
８
９
）

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
･
カ

レ
ッ
ジ
学
校
見
学
会

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ

は
、
厚
生
労
働
省
が
設
置
し
た
全
日

制
２
年
過
程
の
学
校
で
す
。
こ
の
機

会
に
学
校
を
見
学
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象

入
学
希
望
者
お
よ
び
保
護
者
な
ど

●
日
時

２
月
17
日
土
、
３
月
３
日
土
、
24

日
土
　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
12
時

●
内
容

学
校
紹
介
、
校
内
見
学
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
進

学
説
明
会

■
問
合
せ
先

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ

事
務
局

Tel
０
８
３
３
（
７
２
）
８
０
０
０

h
ttp
://w
w
w
.scc.ac.jp

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時

３
月
３
日
土
、
４
月
７
日
土

そ
れ
ぞ
れ
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

Tel
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

消
費
者
金
融
・
信
販

会
社
・
銀
行
な
ど
へ
の
月
々
の
返
済

で
お
困
り
の
人
に
、
具
体
的
な
問
題

解
決
に
向
け
た
債
務
整
理
手
続
の
紹

介
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

●
主
催

「
税
理
士
記
念
日
」

無
料
税
金
相
談

●
日
時

２
月
23
日
金

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

Ｂ
ｅ
・
ｓ
ｔ（
ビ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
）

催
事
場
（
光
市
島
田
）

●
相
談
内
容

贈
与
税
、
相
続
税
、
土
地
建
物
等

の
譲
渡
所
得
税
、
そ
の
他
税
金
に
関

す
る
無
料
相
談

●
主
催

中
国
税
理
士
会
光
支
部

■
問
合
せ
先

中
国
税
理
士
会
光
支
部

Tel
０
８
３
３
（
７
１
）
１
８
８
３

ほ
場
整
備
を
契
機
と
し
た

農
業
活
性
化
を
目
指
し
て

中
国
四
国
農
政
局
で
は
、
農
業
の

振
興
方
策
や
農
業
を
中
心
と
し
た
活

性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

３
月
４
日
日

午
後
１
時
〜
５
時

●
場
所

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

●
主
催
　
山
口
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
お
よ
び
中
国
四
国
農
政
局

●
入
場

無
料
（
定
員
先
着
３
０
０
名
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
職
業
、
連

絡
先
を
電
話
（
土
日
祝
を
除
く
）
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
申
込
み
期
限
　
２
月
19
日
月
）

中
国
四
国
農
政
局
中
国
土
地
改
良

調
査
管
理
事
務
所

Tel
０
８
２
（
８
１
９
）
１
６
１
７

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
（
８
１
９
）
１
６
２
０
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平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平生中学校２年　大江享平平生中学校２年　木舩満帆

「ゆたかなまちをつくります」ポスター・標語
標語最優秀作品ポスター最優秀作品

育てよう

花と緑と　思いやり

笑顔あふれる　平生町

※入選作品については、ひらお特産品センター２階に展示
してあります。


